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　“ＳＤＧｓ”とは、2030 年をゴールにした、世界共通の 17 の目標です（下記アイコン参照）。本

市が掲げている「持続可能なまち」の実現に向け、本冊子で紹介する事業のみならず、取り組む全

ての事業が、さまざまな側面から“ＳＤＧｓ”の達成につながっています。

※本冊子で紹介する事業は、今年度、宮古市が行う事業の一部となります

一般会計予算の歳入 一般会計予算の歳出

福祉や教育など、予算を使う
目的別に分けてみると…

　

基金繰入金（震災対応分）
10億5,416万円

国庫支出金
42億3,810万円

県支出金
20億4,769万円

市債
23億8,300万円

16.5％16.5％

5.1％5.1％

10.1％10.1％

34.0％34.0％

3.1％3.1％

12.7％12.7％

6.1％6.1％
7.1％7.1％
5.3％5.3％

市税
55億1,536万円
基金繰入金（通常分）
16億8,277万円

その他（財産収入など）
33億7,112万円

地方交付税
113億6,000万円

その他（地方譲与税、地方消費税交付金など）
18億1,580万円

衛生費
25億2,776万円

農林水産業費
19億1,219万円 労働費

5,737万円

災害復旧費
1,780万円

公債費
39億6,976万円 議会費

2億2,005万円

予備費
3,000万円

土木費
28億4,648万円

消防費
18億646万円

商工費
9億1,096万円

教育費
33億8,946万円

民生費
97億9,534万円

総務費
59億8,437万円17.9％17.9％

29.3％29.3％

7.5％7.5％
0.2％0.2％

5.7％5.7％
2.7％2.7％

8.5％8.5％

5.4％5.4％

10.1％10.1％
0.1％0.1％

11.9％11.9％
0.1％0.1％
0.6％0.6％

全ての事業が“Ｓ
エスディージーズ

ＤＧｓ”達成につながる

【自主財源】　105 億 6,925 万円（31.7％）

➡市税、基金繰入金、その他（財産収入など）

【依存財源】　228 億 9,875 万円（68.3％）

➡自主財源以外
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省エネルギーと再生可能エネルギーの導入による「脱炭素」と「地域内経済循環」の実現

ゼロカーボンのまちへゼロカーボンのまちへ
　温室効果ガス排出量の削減を図

り、エネルギーの地産地消を推進す

ることで、地域内経済循環の拡大を

目指します。

市民向けの支援メニューを新設！
太陽光発電所の整備に着手

　「 市 の 補 助 金　「 市 の 補 助 金

で、太陽光パネで、太陽光パネ

ルと蓄電池を設ルと蓄電池を設

置しました。自家置しました。自家

消費電力に加え、消費電力に加え、

災害時も２日間災害時も２日間

は耐えられます」は耐えられます」１億６,７００万円（環境課、エネルギー推進課）

【ＥＶ車】　 【ＥＶ車】　 １０万円／台１０万円／台（エネルギー推進課）（エネルギー推進課）

【充放電設備】【充放電設備】１０万円／台１０万円／台（エネルギー推進課）（エネルギー推進課）

　田老地区の遊休地を活用し、３メガワット

の太陽光発電所の整備に着手します。

　大型の蓄電池を併設し、日中に電気を蓄え、

夜間に売電する仕組みです。

　令和６年度に完成予定です。

重点事業

住宅の省エネ化診断

➡無料！（環境課）

太陽光発電の設置を補助

蓄電池の設置を補助

夜間連系太陽光発電事業

ＥＶの新車購入費を補助

Ｎｅｗ！

先進地モデル！

Ｎｅｗ！

上限２５万円／件上限２５万円／件（エネルギー推進課）（エネルギー推進課）

上限２０万円／件上限２０万円／件
　　　　（エネルギー推進課）（エネルギー推進課）

３,３３３万円３,３３３万円（エネルギー推進課）（エネルギー推進課）

竹内博さん（68、西町）竹内博さん（68、西町）

インタビューインタビュー




